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●横浜市の対策の現状

・病床の使用状況

・第３波以降の感染発生等の状況

・コールセンターの状況

・全ゲノム解析の結果

・発熱外来の支援

・休日急患診療所の体制強化

●市民の皆様へのお願い



2

①病床の使⽤状況（８⽉２⽇時点）

【市内の確保病床数】 ※県立病院を除く

９０１床
（うち重症用病床 １０１床）

【病床使用率】
中等症等 重症

７５.４％（663床 ＋ 16床／901床）
重症

（うち重症用病床 １５.８％ （16床／101床））

７月１日時点
８７５床
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②第３波以降の感染発⽣等の状況

2021/1/25（第３波）
陽性者数 191⼈
⼊院者数 288⼈
うち 重症 42⼈(15%)

中等症等 246⼈

2021/9/4（第５波）
陽性者数 742⼈
⼊院者数 597⼈
うち 重症 84⼈(14%)

中等症等 513⼈

2022/2/12（第６波）
陽性者数 3,576⼈
⼊院者数 714⼈
うち 重症 39⼈(5%)

中等症等 675⼈

2022/8/2（第７波）
陽性者数 6,990⼈
⼊院者数 679⼈
うち 重症 16⼈(2%)

中等症等 663⼈

内は⼊院者数のピーク⽇時点
※重症の％は⼊院者数に占める割合
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③コールセンターの状況

【コールセンター】（直近１週間平均）

・受電件数 ８１６７件／日

・応答率 ５３.１％

・引き続き、オペレーターの確保を行っています。
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④全ゲノム解析の結果について
直近の解析結果

・BA.5系統が80％を占めています。
・BE.1系統は本市では初めて検出されました。他都市でも
検出されており、感染力はBA.5系統と同程度と言われています。

７⽉ 55 0 0% 8 15% 1 2% 44 80% 2 3%

検体
採取⽉

検体数

検査結果
オミクロン株

BE.1系統
BA.5系統

BA.1系統 BA.2系統 BA.4系統
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⑤発熱外来の⽀援
●抗原検査キットの配布

・高齢者や基礎疾患を有する方など、重症化リスクの高い方を

確実に医療につなげる体制の確保が重要

発熱外来等の医療機関向け 約30万個を確保

⇒7/29 初回納品分（５万個）納品済み

約1,000発熱外来クリニックに50個ずつ

⇒追加分（25万個）は、医薬品の流通ルートを活用し

「直接発注・直接納品」の仕組みを構築

国・県に先駆けて
早期に実施



◆「直接発注・直接納品」の仕組み（流れ）

市医師会

医薬品
卸業者 発熱外来発注 検査キット

を配布

納品

納品実績
を報告

配布実績
を報告

市役所
委託契約

自宅に戻って
自主検査

○検査キットを配布する対象は、
重症化リスクが低いと考えられる
有症状者の方

【自主検査で陽性になった場合は・・・】
→自主療養を利用可能です。
自主療養を希望する場合は、
「自主療養届出システム」での申請が
必要です。LINE通知やAIコールで
保健所が健康観察をサポートします。
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直接発注
直接納品
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⑥休⽇急患診療所の体制強化

◆ ７/24～ 全18区休日急患診療所に

看護師等３名を増員

今後も体制強化を調整中

◆ 8月中 全18区休日急患診療所の更なる増員

全18区休日急患診療所の体制を強化

発熱患者等の急増

市医師会と連携

さらに
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市⺠の皆様へのお願い
①帰省や旅行など、人と会う機会が多くなるこの時期、皆様お一

人おひとりの感染症対策が欠かせません。

基本的な感染対策の継続をお願いします。

⇒手指の消毒、マスクの着用、定期的な換気など

②熱中症には十分にご注意ください。

⇒マスクの着脱を適切に行うなど

③重症化リスクの低い方で、症状が軽い方は、

「自主検査（セルフチェック）・自主療養」の

活用をご検討ください。


